
指導展開例 

危機管理対策室作成リーフレット「地しんのそなえ」を活用した授業 

小学校 

第２学年 

学級活動 

 

１ 教科・学年  学級活動（２） 第２学年 

 

２ 題材名  「大きな地しんにそなえよう」 

 

３ 授業の位置付け 

  毎年、各小学校に送付されるリーフレット『地震の備え』（危機管理

対策室作成）を活用した学級活動（２）の授業である。地震を想定し

た避難訓練の実施時期に合わせて授業を行うとよい。 

 

４ 本時の目標 

大きな地震でどのようなことが起こるかを予想し、どのような場所にいたとしても自分の身

を守るための安全な行動の仕方を意思決定することができる。 

 

５ 本時の展開 

 子どもの学習活動 教師のかかわり 

つ
か
む 

１ 大きな地震でどのようなことが

起こるかを予想する。 

・『地震発生時のまちがいさがし』の

絵を見て、間違った行動を見付け

る。 

・『地しんのそなえ』（リーフレット）

を見ながら、建物の外や中でどの

ようなことが起こるかを知る。 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

・『地震発生時のまちがい

さがしクイズ』を出題

する。 

・リーフレットの写真や

「地震のゆれの強さと

被害予想」の部分を拡

大して黒板に貼り、イ

メージを膨らますよう

に説明する。 

・本時の課題を板書する。 

さ
ぐ
る 

３ 学校で大きな地震が起こった

ら、どのようなことが起こるかを

考える。 

・教室の中で起こることを考えて発

表する。 

※３の次は「見付ける」の４に進む。 

５ 家にいる時に大きな地震が起こ

ったら、どのようなことが起こる

かを考える。 

・家の中で起こることを考えて発表

する。 

※５の次は「見付ける」の６に進む。 

・リーフレットを活用し

ながら「学校」「家」の

二つに分けて、どのよ

うなことが起こるかを

具体的に考えるように

問いかける。 

 
見
付
け
る 
 

４ 学校で大きな地震が起こった時

の自分の身の守り方を考える。 

・教室や廊下、特別教室での身の守

り方を考える。 

・「さぐる」段階で考えた

具体的な状況を踏まえ

て、「学校」「家」での

安全な行動の仕方を考

大きな地震が起こったとき、どのよ
うに行動するとよいのかな？ 

セルフチェック１ 

（興味・関心、疑問をも

てる） 

「地震発生時のまち

がいさがしクイズ」を

出題し、間違った行動

を見付ける活動を通

して興味・関心を高め

る。 

 
セルフチェック２ 

（意欲が持続する） 

「学校→家→登下校

時」という順番で地震

の発生場所を変えて

いくことによって、

「はてな」が持続する

ようにする。 

セルフチェック３ 

（見通しをもって追究） 

「どのようなことが

起こるか」についての

イメージをもつよう

にした上で、「どのよ

うに自分の身を守る

とよいか」を考えるよ

うに展開する。 



 
 
 
 
 
 
 
見
付
け
る 

・「机の下にもぐって、机の足をおさ

えて、頭と体を守る」を実際にや

ってみることによって実感を伴っ

て理解する。 

※４の次は「さぐる」の５に戻る。 

６ 家にいる時に大きな地震が起こ

った場合の自分の身の守り方を考

える。 

・部屋や台所での身の守り方を考え

る。 

・トイレやお風呂に入っていた時の

安全な行動の仕方について考え

る。 

７ 登下校時に大きな地震が起こっ

た時の自分の身の守り方を考える 

・どのようなことに気を付ければよ

いかを考える。 

えるように問いかけ

る。 

・実際に「机の下にもぐ

って、机の足をつかむ」

という行動を体験する

場を設定する。 

 

・「学校」「家」以外の場

所での安全な行動の仕

方について考えるよう

に、「登下校時に大きな

地震が起こったらどう

するか」と問いかける。 

 

決
め
る 

８ 学習したことをまとめる。 

 

 

 

 

９ 大きな地震が起こった時にどの

ように行動するとよいかを決め

る。 

・安全な行動の仕方を意思決定して

カードに書く。 

・大きな地震が起こった

時にどのように行動す

ればよいかを意思決定

できるように、カード

に書く場を設定する。 

 

 

６ 実施のポイント 

低学年なので「机の下にもぐって、机の足を（対角線に）つかむ」体験活動を取り入れ、体

感を伴って正しい知識を獲得するようにした。 

 

７ 資料 

 ○『地しんのそなえ』（小学校１・２年生用）〔危機管理対策室作成〕 

 

８ 板書 

 

安全な場所を見付けて、しゃが
んで地震が収まるのを待つとい
いんだね。 

絵 絵 

セルフチェック４ 

（協働して活動） 

「どのように身を守

るとよいのか」を考え

る場で、必要に応じて

ペア交流を取り入れ

る。 

セルフチェック５ 

（多面的・多角的に追

究） 

学校や家ではない場

所でも地震が起こる

可能性があるので、

「登下校時の場合」に

限定して、「どのよう

に行動するとよいか」

を考える場を設定す

る。 

セルフチェック６ 

（学びのよさの実感） 

「大きな地震が起こ

った時にどのように

行動するか」を意思決

定し、カードに書く場

を設定する。 


